
９月 相談コーナー

■夏場の車中にお子さんを置き去りにしないで！
炎天下の自動車内は60度を超えることもあります。
「子どもがよく寝ているから」「短時間だから」という大人の
認識の甘さが子どもの命を危険にさらします。

大人の方へのお願い

短時間でも、車を離れるときは必
・

ず
・

お子さんも一緒に！

■ご家庭での水遊びに要注意！
「溺れる」事故の多くは家庭内で起き、子どもは深さ30㎝の
水でも溺れます。

大人の方へのお願い

家だからと油断せず、お子さんから目を絶
・

対
・

に
・

離さないで！

■花火での火傷・火事に要注意！
花火による手足や顔の火傷、目に当たり失明する事
故、花火が枯草に燃え移ること、完全に花火の火
が消えずに火事が発生することなどが想定されます。

大人の方へのお願い

途中で火が消えても、絶
・

対
・

に
・

花火をのぞき込ませない！
(バケツなどに入れた消火用の水を近くに用意しておきましょう)

※相談内容によっては、時間や申込などに条件がある場合がありますので、連絡先にお問い合わせください。
　また、体調のすぐれない場合は、ご来場をお控えください。ご来場の際はマスクの着用をお願いします。

消費生活センターだより� 気を付けて！子どもの夏の事故！
夏は海や川、山などアウトドアでのレジャーを楽しむ機会が増える季節です。

「川や海で溺れる」「炎天下や車中での熱中症」「花火で火
や

傷
けど

する」など起こりやすい事故にご注意ください。

相　　談　　名 実　施　日 時　間 場　　所 申　込 連　　絡　　先

消費生活相談／市民相談 毎週月～金曜日 9：00～12：00 
13：00～16：00

市役所（本庁舎）

不　要 上田市消費生活センター
☎75・2535

法律相談（１人年１回、20分／回） ９日㈮・30日㈮

13：00～16：00

事前に電話で

生活環境課　☎22・4140行政相談 13日㈫
不　要土地境界問題・登記法律相談

不動産鑑定相談 ８日㈭

マンション管理士によるなんでも
相談 28日㈬ 事前に電話で マンション管理士会

☎050・7120・6411

行政相談／登記・法律相談 21日㈬ 9：00～12：00 丸子地域自治センター 事前に電話で 丸子生活環境担当
☎42・1216

人権擁護委員による人権悩みごと相談

毎週月～金曜日 8：30～17：15 －

不　要

みんなの人権110番
☎0570・003・110

毎週月・水・金曜日 9：00～16：00 長野地方法務局上田支局 長野地方法務局上田支局
☎23・2001

８日㈭ 13：00～16：00 勤労者福祉センター２階
第２会議室

人権男女共生課
☎23・5393

30日㈮
9：00～12：00

丸子ふれあいステーション 丸子解放センター
☎42・6694

12日㈪ 武石地域総合センター 武石市民窓口担当
☎85・2827

女性弁護士による法律相談 ８日㈭・22日㈭  10：00～12：00

市民プラザ・ゆう
事前に電話で

市民プラザ・ゆう
☎27・2988
☎27・3123

（人権男女共生課）
女性相談員によるなんでも相談

毎週火曜日 11：00～18：00
毎週木曜日

10：00～17：00
10日㈯・24日㈯ ２日前までに電話で

認知機能検査・認知症予防相談 毎週水曜日 9：30～12：00 市役所（本庁舎） 事前に電話で 高齢者介護課
☎23・5140

ひきこもり相談・こころの相談 相談のうえ決定 ひとまちげんき・
健康プラザうえだ 事前に電話で 健康推進課

☎23・8244

青少年電話相談 毎週月～金曜日 9：00～16：00 － －
少年育成センター
☎22・8080

（生涯学習・文化財課）

ひとり親相談・家庭児童相談
毎週月～金曜日

9：00～16：00 ひとまちげんき・
健康プラザうえだ

不　要 子育て・子育ち支援課
☎23・2000

児童生徒の教育相談 事前に電話で 教育相談所　☎27・0241

発達相談 8：30～17：15 事前に電話で 発達相談センター　☎24・7801

わが子の就職等相談会 毎週月曜日
10：00～17：00 若者サポート

ステーション・シナノ 事前に電話で

若者サポート
ステーション・シナノ
☎75・2383

（地域雇用推進課）若者のための仕事何でも相談 毎週月・木曜日

求職・労働相談、無料職業紹介 毎週月～木曜日 9：00～12：00 地域雇用推進課
（勤労者福祉センター）事前に電話で 地域雇用推進課

☎26・6023

生活・就労相談 毎週月～金曜日 8：30～17：15 社会福祉協議会
（ふれあい福祉センター） 不　要

まいさぽ上田
（生活就労支援センター）　

☎71・5552　（福祉課）

外国人住民のための総合相談 毎週月～金曜日 9：00～17：00 市役所（本庁舎） 不　要 人権男女共生課
☎75・2245

子どもを事故から守る！事故防止ポータル（消費者庁）
子どもの事故防止に関する注意ポイントなどの情報を
発信していますので、参考にしてください。

　上田市消費生活センター（☎75・2535）
　　消費者ホットライン（☎188）

事故防止ポータル
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　国内有数の雨の少ない地域である上田市では、かつて日照りの年に各地でさま

ざまな雨乞い行事を行っていました。その中に「千駄焚き」「百八手」と呼ばれる

ものがあります。山の上やため池の土手でたくさんの松
たいまつ

明や藁
わら

の束に火をつけ、

“雨降らせタンマイナ”などと唱えて雨を祈りました。灌
かんがい

漑設備の整備や稲作の面

積減少などによって、平成６年以降は雨乞い行事としては行われていませんが、

塩田地域では伝統行事として舌
した

喰
く

池
いけ

などで百八手の再現を行っています。ため池

の周りに長さ約２ｍの大松明が数百本掲げられ、火を灯す光景は圧巻です。

「太陽と大地の聖地」  上田市日本遺産だより
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　上田市日本遺産推進協議会事務局（交流文化スポーツ課内）　☎75・2005
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11月号の投稿方法
●種類ごと別々のはがきで裏面に住所、氏名（フリガナ）、短歌・

俳句・川柳の別を記入のうえ、下記へ（未発表作に限る）。
　（住所、氏名は太字表記でお願いします）
●添削を希望する場合は、往復はがきにご自分の宛先を記載し、
　投稿してください（短歌は２首まで。掲載作への返信は除きます）。
●はがきに記載された個人情報は、作品の表彰および添削以外に

は使用せず、選者以外の第三者に提供することはございません。
●掲載作は、選者が添削して掲載する場合があります。
◆宛　先　〒386-8601  （住所不要） 交流文化スポーツ課宛

　交流文化スポーツ課　☎75・2005

９月16日㈮必着

●関連情報

　 ９月23日㈮、舌喰池で百八手の再現イベントが行われます。
　詳細は、情報アラカルト16ページ「塩田平ため池まつり」をご覧ください。

舌喰池で行われる百八手の様子

広報うえだ　2022.827


